
モルドバ共和国災害派遣医療チーム（DMAT）体制構築・運用定着支援事業 3年計画の1年目
1. 案件目的：災害発生時の医療提供体制を迅速かつ効果的に機能させるため、モルドバのDMATの指揮・連携体制、具体的運用、人材
育成および訓練・演習手法を定着させ、同国の関係機関が主体的に研修・訓練を企画・運営できる体制を構築し、将来的に自立的な
DMAT隊員の養成・拡充が継続的に行われる基盤の整備を目的とする。

2. 案件の概要：危機管理・運営局DMAT事務局が、平時における日本DMATの研修・訓練や事務局運営等の知見をもとに、モルドバ保
健省およびCNAMUPと協力し、DMAT指導者や病院職員等を対象とした研修を実施する。日本国内での指導者の招聘、モルドバへの
専門家の現地派遣、リモートによる継続的助言を組み合わせることにより、研修・訓練の実施支援や活動要領等の作成支援を行い、
制度、運用、人材育成を一体的に整備する。これにより、モルドバ側の関係機関が主体となって活動要領に基づく研修・訓練の継続的
な実施体制の確立を図る。

3. 案件の成果、着地点：活動要領が整備され制度として位置付けられるとともに、隊員の質や数の維持に必須である隊員養成、技能維
持、統括者研修が同国の関係機関により主体的に企画・実施され、定期的な机上・実動訓練が実施される体制を確立する。これによ
り、長期的には外部の継続的支援に依存せず、DMAT隊員の養成および増加が自立的に進む仕組みの構築を目指す。

*1. CNAMUP:モルドバ国家救急医療機関
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モルドバ保健省
＜R8年度の研修予定＞

7月・2月(R9) 研修生受入（10～15名）
• 日本DMAT制度、技能維持研修

• 統括DMAT研修の見学
• 指導者養成（TTX・シミュレーション）

6月・12月 専門家派遣（2～3名）
• DMAT隊員養成研修
• 技能維持研修の現地実施支援

毎月 オンライン会議
• 活動要領作成支援、研修設計に関する意見交換

案件概要のまとめ（C） （日本語版）


